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小
作
制
の
賓
牒
ミ
小
作
問
題
の
性
質

我
園
現
時
の
小
作
問
題
は
、

小
作
制
が
ま

r十
分
な
る
畿
達
を
晴
雄
げ
て
居
な
く
て
、
封
建
時
代
の
思
想
を
根
捺

ご
す
る
所
吉
、
小
作
料
の
決
定
が
十
分
な
る
理
論
的
基
礎
を
有
せ
。
さ
る
所
芝
、
小
作
人
が
ま
だ
十
分
に
企
業
家
た

る
地
位
に
上
ぼ
っ
て
居
な
い
所
ご
、
其
他
稀
々
之
に
類
し
た
事
情
が
現
時
の
小
作
制
に
合
有
吉
れ
て
居
る
所
か
ら

表
は
れ
て
来
る
も
の
で
あ
る
。
的
も
同
じ
〈
小
作
制
芭

νは
る
、
一
も
の
な
が
ら
、
英
国
に
之
を
見
る
や
う
な
純
粋

時

論

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

第
二
十
巻

(
第
二
競

九
九
)

三
九
三



時

論

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

(
第
二
腕
一

0
0
)

7L 
四

第
二
十
巻

主
企
業
ざ
し
て
行
は
れ
る
も

ω己
、
我
闘
に
行
は
れ
て
居
る
も
山
ご
で
は
、
著

L
〈
面
目
を
異
に
す
る
も
の
が
あ

る
。
英
闘
の
小
作
人
に
は
一
の
濁
立
な
Z
企
業
家
ご
し
て
、

か
な
り
康

ν
面
積
を
有
す
る
農
場
を
一
手
に
引
受
け

τ小
作
し
、
従
て
労
働
は
多
(
雇
傭
努
働
を
用
ゐ

τ行
は
れ
、
小
作
人
は
地
主
に
割
し

τ決
し
て
劣
ら
ぎ
る
枇
曾

的
地
位
Z
経
済
上
の
賞
カ
ご
を
有
す
る
者
が
少
く
な
い
。
従
て
小
作
入
、
己
地
主
ご

ω間
に
問
題
が
起
る
場
合
に

は
、
そ
れ
は
車
純
に
土
地
の
貸
借
傑
件
に
閲
す
る
も
の
が
多
〈
、
思
想
的
な
意
義
を
有
す
る
こ
己
に
ま
で
及
む
で

問
題
の
起
る
場
合
は
少
い
。
尤
も
同
じ
英
岡
山
町
中
に
荘
つ
で
も
、
愛
蘭
の
や
う
な
小
作
制
の
幼
碓
な
所
に
在
つ
て

は
、
我
闘
な
ど
に
於
け
る
ご
似
た
や
う
な
小
作
問
題
が
起
h
得
る
。

然
る
に
我
園
の
小
作
制
は
備
・
伊
な
ど
に
行
は
れ
て
居
る
所
の
分
盆
小
作
制
か
ら
一
歩
ば
か
句
進
歩
し
た
位
の

も
の
で
あ
っ

τ、
小
作
人
は
他
人
の
土
地
を
借
受
け
て
濁
立
の
経
獲
を
こ
そ
翁
せ
、
ま
だ
濁
立
な
企
業
家
主
じ
て

年
E

々
に
於
け
る
牧
盆
上
の
損
得
を
一
切
白
己
仁
引
受
付
て
之
を
行
ふ
ま
で
に
至
つ

τ居
ら
旧
日
0

風
水
早
虫
害
等
の

矯
め
に
不
作
を
鬼
た
場
合
に
は
、
地
主
の
倹
見
を
請
A
て
小
作
料
を
低
減
L
t
貰
ひ
、
以
て
其
の
企
業
上
の
損
失

を
全
部
又
は
一
部
分
耳
目
れ
ん
ご
す
る
の
で
ゐ
る
o

そ
し
て
叉
小
作
料
は
歩
合
で
な
〈
て
大
抵
定
額
Z
は
な
っ
て
居

る
け
れ
ど
、
貨
幣
で
其
額
の
定
め
ら
れ
た
る
は
主
要
農
作
た
る
稲
作
に
は
稀
で
あ
っ

τ、
た
い
僅
か
に
畑
作
に
於

て
之
を
見
る
に
渇
き
ぬ
。
然
か
も
叉
小
作
人
は
封
建
時
代
に
於
げ
る
ほ

r地
主
に
封
L
て
臣
事
す
る
や
う
な
ご
ざ

は
無
〈
な
つ
な
司
け
れ

E
、
然
し
ま
ピ
多
少
主
従
的
な
気
風
の
残
っ
て
居
る
所
も
あ
hJ
、
少
〈
ご
も
優
者
Z
劣
者
Z

拙著『農業組関畢』第四編第四章且第六章参照



の
匝
別
は
雨
者
の
関
に
存
在
し
て
居

τ、
ま

rよ
は
Y}車
両
式
な
所
が
ゐ
る
。

そ
れ
ド
叉
小
作
人
は
其
の
業
務
上
の

牧
盆
は
企
業
利
潤
た
る
性
質

ωも
の
よ
り
も
、
自
家
的
一
努
働
に
劃
す
る
賃
金
た
る
性
質
の
も
の
、
方
が
遥
か
に
多

〈
合
ま
れ
て
居

t
、
勢
賃
相
等
以
上
何
等
企
業
利
得
吉
見
ら
る
べ
き
所
の
も
の
な
き
を
多
数

ω例
正
す
る
の
み
な

ら
?
、
其
の
労
働
報
酬
は
雇
傭
勢
賃
相
官
に
も
及
び
能
は
5
る
や
う
な
の
が
少
か
ら
古
る
有
様
で
あ
る
。

そ
ん
な
風
.
た
か
ら
我
図
に
於
て
現
今
表
は
れ
て
居
る
所
の
小
作
問
題
は
、
決

L
て
車
純
な
る
農
企
業
上
の
問
題

己
ー
し
て
地
主
己
企
業
家
=
の
問
の
業
務
上
の
問
題
た
る
に
止
ら
な
い
で
、
そ
こ
に
小
作
人
の
一
地
主
仁
謝
す
る
枇
曾

上
の
地
伎
の
向
上
を
困
る
が
定
め
の
事
情
ゃ
、
小
作
人
の
地
主
仁
一
割
寸
る
や
、
御
家
来
ら

L
い
従
属
関
係
を
章
め

小
作
人
一
般
の
解
放
を
闘
ら
ん
潟
め
の
こ
ど
や
、
思
想
上
に
於
け
る
吐
曾
的
卒
等
制
酬
に
養
は
れ
て
、
恰
色
工
業
努

働
者

ω閣
に
於
け
る
階
級
闘
守
的
な
枇
曾
蓮
動
ご
同
一
様
な
る
思
想
上
の
要
求
に
促
さ
れ
て
現
般
の
改
革
を
行
は

ムル

Z
す
る
こ
さ
や
が
、
多
分
に
合
ま
れ
て
居
る
次
第
な
h
ざ
す
る
。
卸
も
小
作
問
題
は
た
い
v

小
作
僚
件
に
閲
す
る

法
律
上
や
経
済
上
の
問
題
化
る
に
止
ら
な
い
で
、
多
分
に
思
想
的
合
蓄
を
有
す
る
枇
曾
問
題
た
る
性
質
を
備
へ
て

居
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
今
翻
っ
て
悶
じ
我
国
で
も
内
地
を
去
っ
て
朝
鮮
の
航
態
仁
就
い
て
見
れ
ば
、
彼
地
の
小
作
制
は
内
地
の

小
作
制
よ
ち
も
一
般
的
に
は
幼
稚
な
る
朕
態
に
在
百
、
彼
の
分
盆
小
作
制
そ
の
ま
、
に
歩
合
小
作
制
ご
し
て
行
は

れ
居
る
も
の
が
多
い
。
そ
し
て
小
作
人
の
地
主
に
封
す
る
社
曾
的
地
位
Z
経
済
上
の
賞
放
ご
は
、
内
地
の
小
作
人

(
捧
ご
統
一

O
一)

時

市古

三
九
瓦

小
作
問
題
を
朝
鮮
白
小
作
制

第
二
十
巻

問書同編集凹章参照(2 



(
第
二
挽
一

O
ニ)

よ
り
も
劣
り
、
思
想
上
の
要
求
亦
未
だ
十
分
現
代
的
の
傾
向
に
鯛
れ
な
い
で
、
昔
乍
ら
の
気
風
己
放
態
ご
の
依
然

時

論

小
作
問
題
と
朝
鮮
白
小
作
制

第
二
十
巻

ブι
;、

之
し
て
存
綴
3
れ
た
る
を
見
る
。
従
て
朝
鮮
仁
在
つ
て
は
、
ま
だ
多
く
内
地
に
於
け
る
や
う
な
小
作
問
題
も
表
は

れ
な
い
で
、
共
姑
に
於
て
は
比
較
的
平
静
な
る
賃
放
を
墨
し
て
居
る
。
け
れ
ド
と
も
彼
地
に
在
っ
て
も
其
の
或
地
方

特
に
南
鮮
の
或
地
方
に
在
つ
て
は
、
既
に
内
地
同
様
の
小
作
問
題
の
r

費
生
を
見
て
居
る
次
第
で
、
然
か
も
そ
れ
は

漸
次
諸
地
方
に
蔓
延
せ
ん
さ
す
る
勢
を
見
せ
て
居
る
o

そ
れ
に
朝
鮮
の
小
作
制
は
内
地
の
よ
り
も
一
段
幼
稚
の
朕

態
に
在
・
り
は
在
り
乍
ら
、
制
度
ご
し
て
は
同
一
形
題
の
下
に
分
類
さ
れ
得
べ
き
も
の
で
、
雨
者
聞
に
著
し
き
相
蓬

後
れ
-
}
そ
す
れ
、

は
な
い
究
第
な
る
に
加
へ
て
、
小
作
人
が
現
代
的
な
思
想
に
燭
れ
る
結
に
於
て
も
、
彼
地
は
内
地
よ
り
一
歩
づ
、

や
は
り
同
様
に
現
代
思
想
の
沈
積
を
受
け
る
こ
芭
は
免
れ
難
い
所
だ
か
ら
、
朝
鮮
今
後
の
事
情

ご
し
て
は
、
内
地
同
様
に
盆
々
多
〈
小
作
問
題
の
縞
出
を
見
る
に
至
る
べ
き
も
の
=
思
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

加
之
朝
鮮
に
在
つ
て
は
、
地
主
の
中
に
か
な
り
多
C
内
地
人
が
加
は
っ
て
居
る
か
ら
、
若
L
内
地
人
地
主
己
鮮

入
小
作
人
Z
の
聞
に
問
題
が
起
き
て
来
れ
ば
、
そ
こ
に
は
内
地
に
於

τ之
を
見
る
諸
事
情
以
外
に
内
地
人
調
鮮
人

ご
い
ふ
民
族
上
、
政
治
上
、
戚
情
上
其
他
の
事
情
が
加
重
せ
ら
る
、
次
第
で
、
問
題
は
一
層
難
解
で
叉
険
悪
な
も
の

Z
し
て
表
は
れ
又
養
は
れ
行
〈
恐
が
あ
る
。

す
吋
て
此
等
の
一
』
芭
を
恩
へ
ば
、
朝
鮮
に
於
け
る
小
作
賊
態
の
今
後
は
決
し
て
安
一
柳
の
出
来
ぬ
も
の
で
ゐ
る
o

今
に
し
て
十
秀
考
慮
す
る
所
あ
っ
て
、
問
題
を
未
畿
に
防
「
工
夫
ゐ
ら
ば
之
を
銭
す
べ
き
で
あ
る
。
賞
紋
に
改
善



す
ぺ
き
も
の
あ
ら
ば
之
を
怨
す
べ
き
で
あ
る
。
制
度
ご
し
て
根
本
的
改
造
を
要
す
る
も
の
あ
ら
ば
そ
れ
を
も
敢
て

能
す
べ
き
で
な
い
。

然
し
何
百
い
っ
て
も
此
の
問
題
を
孜
ふ
る
に
就
い

wτ
は
、
先
づ
以

τ朝
鮮
に
於
り
る
小
作
制
の
現
放
を
、
あ
b

の
ま
、
に
知
っ
て
置
く
必
要
が
ゐ
る
o

叉
そ
の
賞
放
を
知
る
己
い
ふ
ニ
ご
は
、

か
、
る
問
題
を
ぬ
き
に
し
て
た
い

皐
関
上
の
智
識
Z
し

τ之
を
考
ふ
る
も
岡
田
値
あ
る
ニ
ご
で
あ
る
。
そ
4
で
私
は
以
下
少
し
〈
朝
鮮
小
作
制
の
賞
拭

に
つ
い
て
、
共
の
解
説
を
鋳
す
を
主
ご
し
っ
、
多
少
之
に
批
評
的
弦
察
を
加
へ
て
‘

一
般
的
有
援
を
叙
し
て
見
た

い

Y
Z
思
ム
。

尤
も
朝
鮮
の
小
作
制
は
そ
の
慣
行
の
由
来
遠
き
が
縛
め
に
、
地
方
命
々
に
依
て
少
か
ら
F
る
相
蓮
ゐ
b
、
t也
目

に
依
り
、
土
地
の
肥
痔
に
依
h
、
作
物
の
種
類
に
依
り
、
叉
所
有
者
の
相
違
に
よ
っ
て
、
多
少
づ
、
異
同
ゐ
る
を

見
る
。
従

τ蕊
に
は
、

た
い
普
通
の
慣
行
に
つ
い

τ、
然
か
も
米
作
を
主
乙
す
る
水
田
正
普
通
の
畑
作
地
ご
に
つ

い
て
之
を
叙
b
A

畠
に
止
な
る
外
は
な
い
。
然
る
に
そ
の
普
通
の
慣
行
に
閥
し
て
も
、
朝
鮮
全
土
に
渉
っ
た
緩
ま
つ

た
調
査
は
ま
だ
行
は
れ

τ居
な
い
上
に
、
私
自
身
ご
し
て
各
地
の
慣
行
に
渉
っ
て
貴
地
に
調
査
す
る
便
宜
も
暇
も

有
花
田
制
次
第

rか
ら
、
枠
拡
に
は
大
正
十
一
一
年
十
二
月
仁
編
纂
さ
れ
た
る
金
羅
南
道
府
鵬
の
小
作
慣
行
調
査
書
を
主
ご

し
、
之
さ
同
年
三
月
全
羅
北
道
鹿
に
於
て
遺
ら
れ
た
小
作
制
度
挫
農
家
経
済
に
闘
す
る
調
査
書
ご
を
併
せ
用
ゐ
つ

つ
、
之
に
多
少
他
ゆ
材
料
を
加
へ

τ説
明
し
論
評
す
る
ニ
吉
、
す
る
。
従

τ材
料
は
南
鮮
の
一
二
道
内
に
限
ら
る

時

論

小
作
問
題
と
潤
鮮
の
小
作
制

第
二
十
巻

(
第
二
親
一

o=一)

-JJ. 
七



11寺

司古

第
二
十
巻

三
九
八

(
第
二
概
一

O
四
)

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

る
鎌
ゐ
れ
ど
、
幸
に
も
全
線
同
道
の
小
作
慣
行
調
堂
書
に
は
他
道
内
の
賞
放
が
引
用
比
較
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
之

に
様

τ観
察
を
行
っ
て
行
け
ば
、
大
館
鮮
地
内
の
紋
況
ご
し
て
嘗
ら
中
古
雄
も
遠
か
ら

F
る
も
の
が
得
ら
れ
る
筈

で
あ
る
。
不
完
全
な
所
は
後
日
完
全
な
資
料
を
獲
た
上
で
完
成
す
る
こ
と
、
せ
ぅ
。

地
主
ご
小
作
人
さ
の
責
呪

先
づ
朝
鮮
に
於
げ
る
地
主
£
自
作
農

t
自
作
品
現
小
作
農
正
小
作
農
ご
の
戸
数
割
合
を
見
る
に
、
其
の
移
動
の
紋

況
左
表
の
如
、
き
も
の
が
あ
る
。

農

家

戸

重宝

ニ「

!j、自

作
作錆{分

小
作

地

主

自

自
作

f'i! 

自
作
品
班
小
作

d、

作

言十

地
主

大

iE. 

量

貝
.
室
岡

旦

百

年

Z
A九
.
E
一七

一、

P
2
4
6五

晶一一

J
E
一

一
.
吾
哲
一
J
↓一豆」唱

ニ
、
古
式
園
、
A
-
豆

ニ.七一一口
.
A
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回

A 

z 
室

同
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年

九... 
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右
表
に
擦
で
是
を
観
れ
ば
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朝
鮮
に
在
つ

τは
最
近
の
蚊
況
己
し
て
純
然
た
る
小
作
人
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全
農
家
の
四
割
に
及

一
、
口
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正
し
て
は
、
地
主
は
多
少
増
加
の
傾
向
あ
れ
ど
甚
し
き
こ
ご
は
な
い
。
自
作
曲
農
は
大
鶴
多
〈
の
棺
減
な
〈
、

ぴ
、
自
作
粂
小
作
人
三
割
六
七
分
、
両
者
を
合
す
れ
ば
質
に
八
割
近
い
も
の
で
あ
る
o

そ
し
て
比
年
推
移
の
紋
況

ヲ
』

A
Y

J
d
h
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自
作
品
燕
小
作
人
の
戸
駿
が
著
減
し
て
純
小
作
人
戸
裁
が
増
加
し
っ
、
あ
る
。
郎
も
小
作
を
粂
ね
行
ふ
や
う
な
小
自

作
人
が
其
の
所
有
地
を
失
っ
て
純
小
作
人
正
化
し
っ
、
あ
る
傾
向
が
窺
は
れ
る
次
第
で
あ
る
o

そ
し

τ会
鮮
内
南

鮮
地
方
に
は
概

L
て
小
作
人
多
〈
、
北
鮮
地
方
に
は
比
較
的
自
作
農
が
多
い
の
で
ゐ
る
o
的
も
南
鮮
地
方
は
気
候

よ
〈
米
作
盛
で
畑
作
も
棉
花
其
他
多
碕
の
作
物
耕
械
に
泊
し
、
従
て
地
痕
も
高
〈
土
地
は
粂
併
せ
ら
れ
て
大
地
主

比
較
的
多
〈
、
小
作
人
は
英
数
甚
ピ
多
〈
て
其
の
放
況
は
貧
弱
極
れ
る
も
の
が
多
数
で
あ
る
o

試
に
み
一
羅
耐
道
に
於
け
る
地
主

t
小
作
人
ご
の
賞
況
に
就
い
て
見
る
に
、
先
づ
地
主
の
数
及
び
其
の
所
有
面
積

に
依
る
区
分
比
例
左
表
の
如

L
。
(
大
正
十
一
年
調
)

自
ら
耕
作

せ

f
る
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一
部
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λ
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車問
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一
町
未
梢
)

ニ
.
二
八
五

一ニ‘七
λ
凹

計

一
六
、
二
六
九

二
十
町
歩
以
上
ご
い
ふ
や
う
な
大
地
主
の
少
き
は
勿
論
の
こ
己
、
僅
か
一
町
未
満
の
一
土

本
表
に
依
て
翻
れ
ば
、

上"刊

分

農
家
組
戸
般
に

劃
す
る
百
世
比

一一一.七三

一
一
、

0
0

c

J
一七

0.λ 

二
七
、
一
八

五
λ
.
0
九

一0
0
.
0
0

二、

0
0

四
、
一
一
入

七
、
三
七

地
を
所
有
し
乍
ら
白
ら
耕
作
せ

5
る
者
の
数

ω多
大
な
る
は
驚
〈
べ
、
a
d
-
-
h乙
で
あ
る
。
そ
し
て
一
部
自
作
を
錯
す

時

論

小
作
問
題
と
朝
鮮
山
小
作
制

者
を
加
ふ
れ
ば
一
町
未
満
の
小
地
主
は
全
地
主
中
五
割
八
分
の
多
き
に
達
す
る
も
注
意
す
吋
き
ょ
ご
で
あ
る
。
術

三
九
九

第
二
十
巻

(
第
二
統
一

C
五
)
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時

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

又
地
主
総
計
が
農
家
総
戸
数
の
僅
々
七
分
四
加
盟
問
胸
に
し
か
嘗
ら
ぬ
の
は
如
何
に
小
作
人
の
数
の
多
き
か
を
思
は
し

論

む
然る
ら l二
ば足
4、 る
作所
人 z
はせ
正な
b 、 り
ふれ

に吋 u:
な
ら

lf.l 
0 

一
一
一
町
以
上
を
耕
作
す
る
者

戸

九
、
五
二

O

一
町
以
上
告
耕
作
す
る
者

宜
六
‘
四
一
一
ヒ

三
反
以
上
を
耕
作
す
る
者

九
五
、
山
内
五
七

三
反
未
満
を
耕
作
す
る
者

七
二
.
四
人
ニ

暗

r
一
定
の
小
作
地
を
布
せ
ざ
る
窮
島

二
七
.
五
三
三

言f

占，、

、
六
一
九

附

主

続

プぐ、

"-J、
ゴL

階

イ下

階

続

ハ
λ
J一一
O
七

註
ー
ー
所
有
地
由
一
部

E
自
作
す
る
者

E
合
ま
ず

百

分

比

ニ
.
六
七

一E
.
八
四

一六、

λ
八

O 七
、
七
三

七
一
一
一
、
四
五

七

七

一
丸
、
一

λ
第
二
十
巻

(
第
二
挽
一

O
六
)

四
0
0

小
作
人
櫓

計
中
古
合

三
二
八
四

二
一
、
五
七

三
六
‘
.
五
七

二
七
、
七

O

一
O
、五『一

一0
0
.
0
0

ご
い
ふ
紋
況
に
在
る
。
郎
も
農
家
戸
数
中
の
百
分
比
に
於

τ
地
主
階
級
は
七
・
三
七
%
し
か
な
〈
、
伊
作
階
級
亦

に
在
つ
て
は
、

一
九
二
入
%
を
出
で

F
る
に
、
小
作
人
は
質
に
七
一
二
・
四
五
，
%
の
多
き
に
及
む
で
居
る
。
そ
し
て
其
の
小
作
人
中

三
町
以
上
を
耕
作
す
る
も
の
は
そ
の
歩
合
僅
々
三
分
六
厘
に
し
か
蛍
ら
示
、
最
も
多
き
は
三
段
以

上
一
町
以
下
を
耕
作
す
る
も
の
で
賞
に
会
教
の
三
割
六
分
五
厘
徐
に
及
む
で
居
る
。
三
反
未
満
の
耕
作
を
矯
す
者

同書一00頁¥) 



b
亦
か
な

h
多
(
、
全
数
の
二
割
七
分
七
屈
を
占
め
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
其
の
経
済

ω如
何
に
貧
弱
な
る
者
の

多
き
か
は
、
之
を
見
て
も
想
像
の
つ
(
所
で
あ
る
c

ま
し
て
一
定
の
小
作
地
な
〈
、
た
い
業
日
暮
し
を
し
て
居
る

窮
農
に
至
つ
て
は
、
質
に
最
も
憐
h
u

べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
其
数
し
か
も
会
歎
の
一
割
に
達
し
て
居
る
こ
Z
、
注

目
に
値
す
る
所
た
ら

F
る
を
得
な
い
。

そ
こ
で
今
少
し
立
入
っ
て
地
主
E
小
作
人
吉
の
経
済
上
の
賓
況
を
見
る
に
、
地
主
は
大
抵
は
閥
班
の
階
級
に
麗

し
、
或
は
王
家
の
功
匝
た
b
し
も
の
、
後
背
た
る
も
の
、
文
武
の
官
職
に
在
・
り
た
る
者
、
地
方
皐
府
の
主
宰
者
た

り
し
者
、
地
方
の
豪
族
に
し
て
此
等
ご
親
族
関
係
あ
る
者
等
で
あ
っ
て
、
祉
曾
的
特
権
E
有
し
、
貴
族
的
待
遇
を

受
け
た
岩
で
あ
る
o

従
て
地
主
は
た
い
L
土
地
の
所
有
者
党
る
が
故
に
経
済
上
の
賞
力
を
有
す
る
の
み
な
ら
や
、

一
般
的
に
見
て
枇
曾
上
の
地
位
高
〈
勢
力
強
大
で
あ
っ
て
、
小
作
人
に
劃
し
て
は
主
君
の
如
き
態
度
Z
賞
カ
ご
を

有
っ
た
も
の
で
あ
る
。
尤
も
韓
闘
併
合
ご
同
時
に
此
の
階
級
制
は
摩
れ
た
わ
り
ピ
け
れ
ど
、
並
(
の
賞
拡
は
倫
ほ
今

日
に
残
存
し
て
居
2
0

所
少
炉
ら
ず
」
る
有
様
で
ゐ
る

G

そ
し
て
地
主
の
一
家
経
済
紋
越
は
ご
見
る
に
、
二
十
町
歩
以
上
ご
い
ふ
や
う
な
大
地
主
は
、
共
の
経
済
に
少
か

ら
ざ
る
徐
裕
あ
る
は
勿
論
に
が
、

五
町
歩
以
上
の
地
主
の
経
済
も
兎
も
角
多
少
の
俄
絡
を
示
す
朕
況
に
在
る
。
然

る
に
五
町
歩
以
下
の
小
地
主
に
歪
つ
て
は
、

た
い
殆
ん
Y
政
支
相
償
ぴ
漸
〈
に
生
活
に
不
足
な
き
を
得
品
位
の
費

放
に
在
る
o

時

諭

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

第
二
十
巻

(
第
二
蹴

-
O
七
)

国
0 



時

前

小
作
川
越
と
朝
鮮
の
小
作
制

第
二
十
巷

へ
第
一
一
味
一
の
入
)

凹

0 

け
れ
F
」
も
兎
も
角
地
主
は
農
村
に
在
つ

τは
小
作
人
に
比
し
経
済
上
の
優
者
允
る
が
故
仁
、
小
作
人
は
何
か
に

つ
り
て
地
主
を
頼
ご

L
、
業
務
上
叉
は
一
家
生
活
上
に
必
要
正
す
る
資
金
の
如
き
も
、
之
を
地
主
よ
り
借
受
け
、

地
主
は
小
作
人
に
封
[
資
本
主
た
る
関
係
金
も
有
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
尤
も
地
主
が
自
己
の
小
作
人
に
岨
到
し
て

現
合
的
に
農
耕
資
金
を
貸
付
け
る
や
う
な
例
は
全
羅
南
道
あ
た
り
に
在
つ
て
は
甚
に
少
い
い
ゃ
う
で
あ
っ
て
、
若
し

そ
り
貸
付
を
行
ム
も
の
あ
り
ご
も
、
其
の
場
合
に
は
地
主
た
る
が
・
故
ご
い
ふ
よ
り
も
、

一
種
の
金
貸
業
者

Z
L
て

之
骨
骨
岬
寸
場
合
が
多
い
c

従
て
貸
付
に
は
携
保
を
必
要
ご
し
、
刺
子
は
月
三
分
以
外
ご
い
ふ
高
利
な
る
を
例
ご
す

る
。
た
ν
近
時
地
主
中
の
先
費
者
に
は
自
己

ω小
作
人
に
劃
L
て
比
較
的
低
利
な
る
農
業
資
金
の
融
通
を
鋳
す
者

が
段
身
殖
へ
て
来
る
や
う
で
あ
る
。

次
に
晴
刊
首
肥
料
等
は
原
則
ご
し
て
は
小
作
人
の
負
携
す
る
所
に
け
れ
ど
、
小
作
人
の
経
済
の
貧
弱

a
s潟
め
之

を
用
意
せ
な
い
l

者
も
少
か
ら
宇
、
其
等
の
者
の
中
に
は
地
主
よ
り
精
子
の
貸
付
を
受
〈
る
者
も
少
く
な
い
。
そ
の

貸
付
に
劃
し
て
は
収
穫
後
一
斗
の
借
受
籾
に
掛
し

τ
一
斗
五
升
を
返
済
す
る
を
例
ピ
須
す
や
う
な
次
第
で
あ
る
。

然
L
泣
防
の
傾
向
ご

L
て
は
地
主
中
に
稲
費
等

ω優
良
穂
子
や
桑
苗
等
を
配
布
し
て
栽
培
せ
し
め
た

b
、
又
は
原

採
師
側
沓
を
設
り
て
其
れ
か
ら
採
っ
た
種
子
を
小
作
人
に
配
付
交
換
す
る
等
の
-
』
ご
を
潟
す
も
の
が
増
し

τ来
っ
、

ゐ
る
o

肥
料
に
つ
い
て
も
緑
肥
の
稲
子
を
無
料
で
小
作
人
に
配
布
し
た

h
、
金
肥
を
無
利
子
で
小
作
人
に
貸
付
し

た
り
貸
付
肥
料
代
の
字
額
又
は
一
部
分
を
地
主
に
於
て
負
挺
す
る
者
も
迄
々
殖
へ

τ来
て
居
る
。



叉
耕
牛
農
具
等
も
地
主
よ
k

リ
小
作
人
に
供
給

L
た
h
貸
付
た
・
り
す
る
例
は
少
い
。
た
ャ
近
時
改
良
農
具
例
へ
ば

稲
扱
器
、
籾
摺
臼
、
唐
箕
、
高
石
通
等
を
貸
付
り
て
農
事
改
良
に
資
ぜ
ん
ご
す
る
地
主
は
段
々
表
は
れ
て
来
た
や

う
で
ゐ
る
。

其
他
地
主
の
小
作
人
に
桝
到
す
る
関
係
に
就
V
て
記
す
べ
き
『
}
正
は
、
地
主
に
於
て
小
作
人
組
合
を
設
置
し
小
作

人
の
保
護
指
導
を
箱

t
傍
農
事
の
改
良
殺
逢
を
国
ら
ん
ご
す
る
ニ
ご
や
、
優
良
小
作
人
を
表
彰
す
る
こ
ご
や
、
優

良
小
作
人
を
し
て
内
地
及
鮮
内
に
於
け
る
模
範
的
農
地
を
純
察
せ
し
む
る
ニ
正
や
、
小
作
米
の
日
開
評
曾
を
催
し
優

等
小
作
人
に
奨
励
米
を
交
付
す
る
こ
ご
や
の
行
は
れ
て
居
る
こ
ご
之
で
あ
る
。
そ
し

τ此
相
の
こ
芭
は
、
之
を
地

主
個
々
に
行
っ
て
居
る
の
も
ゐ
れ
ば
、
又
地
主
舎
に
於
て
行
っ

τ居
る
の
も
あ
る
o

併
し
要
す
る
に
朝
鮮
に
在
つ
て
は
、

小
作
人
に
劃
す
る
地
主

ω地
位
優
秀
な
る
が
斜
め
に
、
地
主
は
小
作
人
に

封
し
て
常
に
優
秀
者
た
る
態
度
を
以
て
臨
む
で
居
る
有
様
は
、
内
地
の
蚊
況
に
似
て
真
に
甚
し
き
も
の
が
あ
る
。

そ
し
て
地
去
の
多
数
は
ま
だ
小
作
人
に
劃
す
る
慣
習
的
搾
取
を
矯
す
を
以
て
路
事
終
れ
り
ご
す
る
の
で
あ
る
が
、

近
時
漸
〈
覚
醒

L
来
れ
る
地
主
ご
い
へ
い
と
も
、

や
は
b
優
秀
者
た
る
が
故
に
小
作
人
を
保
護
し
指
導
し
愛
撫
し
、

何
央
れ
こ
世
誌
を
焼
き
利
盆
を
闘
っ
て
や
る
ご
い
ふ
意
味
か
ら
、
色
々
の
艶
小
作
人
施
設
を
錯
す
も
の
た
る
こ

正
、
朝
鮮
の
小
作
制
の
現
放
を
知
る
縛
め
に
は
、
見
遁
す
べ
か
ら
ゴ
る
所
で
あ
る
。
そ

L
て
そ
れ
が
内
地
以
上
に

然
る
も
の
ゐ
る
を
見
落
し
て
は
な
ら
凶
。

時

論

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

第
二
十
在

(
都
二
親
一

C
九
)

佐町

てコ
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昔話

小
作
問
題
左
朝
鮮
の
小
作
制

第
ニ
十
巻

(
第
二
駿
一
一

O
)

四
O
凹

そ
こ
で
都
て
小
作
人
の
地
位
Z
経
済
放
態
正
に
つ
い
て
見
る
に
、
朝
鮮
の
小
作
人
は
昔
時
か
ら
百
姓
中
に
在
つ

て
も
最
下
回
府
に
位
L
、
地
主
に
封

L
て
は
殆
ん
ど
臣
下
た
る
如
、
苫
質
般
に
在
っ
た
。
そ
し
て
前
に
之
を
示
し
た
や

う
に
、
小
作
人
の
多
数
は
其
の
耕
地
面
積
極
め
て
狭
少
な
る
が
錦
め
に
、
其
の
経
済
問
肌
態
は
頗
る
低
級
の
も
の
で

あ
る
o

従
て
そ
の
生
活
は
多
〈
文
明
人
ら
し
き
所
は
な
く
、
甚
し
き
は
原
始
人
仁
近
い
や
う
な
生
活
を
錯
し
て
居

る
o

郎
も
ぞ
の
所
得
は
一
一
家
の
生
活
を
支
ふ
る
に
足
ら
歩
、
所
謂
窮
溝
即
も
来
季
端
堺
期
よ
h
，
農
繁
期
た
る
稲
作

植
付
時
期
に
常
つ
て
は
、
農
業
資
金
の
備
な
き
は
勿
論
の
こ
吉
、
稀
子
肥
料
の
如
き
も
之
を
用
意
す
る
所
な
〈
、

自
家
の
食
料
に
す
ら
事
を
敏
い
で
草
根
木
皮
を
採
っ
て
漸
〈
仁
露
命
を
繋
戸
、
者
も
少
か
ら
古
る
有
様
で
あ
る
o

概

し
て
朝
鮮
の
農
民
に
は
貯
蓄
心
な
〈
、
業
務
に
罰
す
る
計
聾
も
な
〈
、
其
日
暮
L
を
し
て
居
る
者
が
多
い
の
だ

が
、
其
扶
特
に
貧
弱
な
る
小
作
人
に
多
い
。

全
羅
市
道
府
鵬
の
調
査
に
基
け
ば
、
三
町
以
上
の
耕
地
を
小
作
す
る
者
に
於
て
僅
か
に
生
活
土
に
徐
格
を
見
る
ば

か
り
で
あ
る
。

一
町
以
上
三
町
未
満
の
小
作
を
然
す
者
は
小
作
人
中
の
中
洗
で
あ
る
が
、
そ
の
経
済
は
却
っ
て
共

の
以
下
の
小
小
作
人
よ
り
も
苦
し
い
紋
態
に
在
る
。

そ
ん
な
有
様
ガ
か
ら
、
小
作
人
の
多
数
仁
は
、

わ
ん
ャ
眼
前
の
こ
正
に
げ

L
か
見
る
明
な
く
、
永
遠
的
な
計
査
や

改
良
事
業
等
に
劃
す
る
理
解
乏

L
く
、
従
て
農
事
の
改
良
の
如
き
も
、
技
術
的
に
も
経
響
的
に
も
甚
に
行
は
れ
雛

き
究
第
で
あ
る
c

特
に
彼
等
の
聞
に
は
教
育
に
劃
す
る
理
解
が
乏
し
〈
て
小
皐
児
童
の
就
率
及
登
校
歩
合
も
甚
だ



宣
敷
か
ら
守
、
小
作
人
自
身
に
も
無
事
無
筆
な
る
も
の
が
大
多
数
で
あ
る
。
そ
し
て
一
元
来
数
理
の
概
念
乏
し
き
こ

ご
は
、
そ
の
無
事
な
る
こ
言
、
相
待
っ
て
、
揃
l
農
一
帯
一
般
の
改
良
ご
小
作
人
一
家
経
済
の
計
霊
的
な
る
改
良
ピ

を
困
難
な
ら
L
め
て
居
る
。
何
れ
に

L
て
も
朝
鮮
に
於
り
る
問
題
・
と
し
て
は
、
此
等
の
小
作
人
を
今
少
し
〈
経
済

的
に
も
文
化
的
に
も
向
上
せ
し
む
る
こ
ご
が
、
最
も
重
要
な
所
た
ち
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
現
代
の
文
化

図
民
ご
し
て
は
拘
に
祉
か
し
き
現
放
な
り
古
す
る
。

小
作
の
種
類
及
方
法

朝
鮮
に
行
は
れ
て
居
る
小
伊
制
は
、
最
も
普
通
な
る
形
式
は
所
論
分
盆
小
作
制
(
呈
示
百
庄
内
)
の
部
類
に
一
属
す
る

も
の
で
あ
る
o

帥
ち
小
作
人
は
小
作
地
よ
ち
収
穫
し
た
る
農
産
物
を
其

ω質
物
に
於
て
小
作
料
芯
し
て
地
主
に
納

入
す
る
の
で
あ
っ
て
、
然
か
も
そ
の
小
作
料
は
歩
合
制
な
る
を
以
て
原
則
ご
し
、
歩
合
は
又
地
主
Z
小
作
人
ご
折

竿
な
る
を
以
て
原
則
ご
す
る
o

尤
も
之
は
水
田
に
就
い
て
の
こ
古
で
あ
っ
て
、
畑
地
に
在
つ
て
は
定
額
小
作
料
制

(
定
租
法
叉
は
賂
只
法
)
な
る
が
多
〈
、

小
作
料
も
金
納
た
る
を
見
る
場
合
も
あ
る
。

朝
鮮
に
於
け
る
歩
合
小
作
制
は
叉
分
れ
て
ニ
様
に
な
っ
て
居
る
。
執
租
法
(
又
は
執
穂
法
)
唱
え
引
租
法
(
又
は
打

作
法
)
正
之
で
あ
る
。

先
づ
此
等
の
諸
積
方
法
に
つ

ν
て
某
の
意
義
を
示
せ
ば
一
定
租
法
ご
は
年
の
豊
凶
に
拘
ら
中
年
ι
こ
定
額
の
小

同

論

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

(
第
二
統
一
一
一
)

第
二
十
巻

四
C
E

『小作慣行調査書』ーニE頁以下
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論

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

第
二
十
巻

(
第
二
親
一
一
二
)

四
O
六

作
料
を
納
む
る
も
の
で
あ
っ
て
、
右
遮
よ
る
が
如
〈
主
ご
し
て
畑
地
に
行
は
れ
脊
に
行
は
る
、
場
合
は
少
い
。
帥

も
朝
鮮
に
在
つ
て
は
水
聞
の
滋
統
排
水
設
備
甚
だ
不
十
分
で
従
て
降
雨
量
や
出
水
量
の
多
少
に
依
h
年
#
の
作
柄

一
定
せ
す
、
然
か
も
小
作
人
は
貧
弱
な
る
も
の
が
大
多
数
な
る
た
め
に
、
自
ら
作
柄
の
豊
凶
に
依
る
業
務
土
の
損

得
を
一
身
に
引
受
〈
る

rけ
の
方
な
く
、
や
は
h
歩
合
小
作
制
ご
し

τ豊
凶
共
に
一
定
歩
合
と
す
る
を
便
宜
ご
す

る
か
ら
、
定
租
法
は
水
田
じ
は
行
は
れ
難
く
、

た
uv

水
利
設
備
の
完
全
な
所
の
み
に
於
て
行
は
れ
る
に
過
ぎ

ω。

定
租
法
に
於
り
る
小
作
料
決
定

ω標
準
は
卒
年
作
の
三
割
五
分
乃
至
五
割
正
せ
ら
れ
る
が
、
普
通
五
割
見
嘗
な
の

が
多
い
ゃ
う
で
あ
る
。

二
執
租
法
ご
は
検
見
法
、
着
坪
法
な
ど
古
島
稀
せ
ら
れ
、
毎
年
作
物
の
登
熟
前
後
に
地
主
叉
は
其
の
代
理
人
が

小
作
人
立
曾
の
上
立
毛

ωま
、
で
牧
穫
量
を
査
致
し
て
其
年
の
小
作
料
を
定
め
る
方
法
で
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
の
検

見
の
方
法
は
坪
刈
等
に
依
っ
て
行
は
る
れ
ば
会
一
中
じ
行
は
れ
得
る
け
れ
ど
、
新
か
る
手
数
を
掛
け
る
を
好
ま
十
大

挺
は
目
分
量
で
行
は
叫
る
。
執
組
法
に
於
け
る
小
作
料
は
歩
合
に
依
h
折
宇
を
原
則
t
す
れ
ど
、
検
見
山
り
際
ご
か

〈
見
積
り
は
貫
枚
以
上
に
査
定
せ
ら
れ
易
い
か
ら
、
小
作
料
は
寅
枚
額

ω五
割
を
超
ゆ
る
場
合
が
少
〈
な
い
o

其

代
h
又
地
主
り
寛
大
な
る
者
に
在
つ
て
は
質
収
量

ω五
制
以
下
な
る
場
合
も
ゐ
品
。
此
ゆ
方
法
は
簡
便
で
叉
貧
弱

な
る
小
作
人
に
は
豊
凶
に
依
る
企
業
上
り
危
険
が
少
V

か
ら
、
沓
に
於
て
は
最
も
庚
く
行
は
れ
て
居
る
。

三
打
租
法
ご
は
、
刈
込
刀
法
Z
も
稗
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
っ
て
、
地
主
又
は
其
の
代
理
人
が
小
作
人
ご
立
品
目
の
上



賞
際
収
穫
の
行
は
る
、
時
に
、
刈
取
ら
れ
た
る
稲
束
の
敷
仁
よ
る
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
打
穀
調
製
の
行
は
る
、
際
に

出
来
上
り
た
る
穀
物
の
分
量
に
依

τ、
之
を
折
宇
す
る
も
の
之
で
あ
る
。
然
し
一
方
に
は
租
税
や
積
子
の
負
携
の

二
ご
も
あ
り
、
他
方
に
は
菜
稗
類
の
牧
得
の
こ

Z
も
ゐ
る
が
翁
め
に
、
牧
穫
の
分
配
率
に
就
い
て
は
賞
傑
上
必
A
V

L
も
折
宇
ご
な
ら
な
い
場
合
が
少
〈
な
い
o

郎
も
イ
牧
穫
物
を
折
竿
L
、
地
租
及
椅
子
を
地
主
の
負
携
芭
す
る
も

の
も
あ
れ
ば
、
ロ
牧
穫
物
中
よ
り
先
づ
地
租
及
積
子
代
に
相
嘗
す
る
数
量
を
控
除
し
其
の
残
僚
を
折
竿
す
る
も
の

も
あ
る
。
叉
P

地
主
が
地
視
を
納
め
小
作
人
は
穂
子
を
負
携
し
牧
穫
物
は
其
ま
、
之
を
折
竿
枚
得
す
る
の
も
あ

る
。
此
の
場
合
仁
は
叉
藁
科
類
を
も
折
竿
す
る
の
ご
、
小
作
人
ド
欣
得
せ

L
む
る

ω
t
が
あ
る
。
衣
に
叉
=
地
主

が
種
子
を
負
携
し
、
小
作
人
は
藁
稗
を
牧
得
し
て
英
代
り
地
租
を
梯
ひ
、
牧
穫
物
は
折
竿
す
る
の
も
あ
る
。
更
に

は
又
ホ
着
穂
の
ま
、
折
竿
分
配
し
義
の
竿
且
一
黒
を
も
地
主
に
於
て
牧
取
す
る
の
も
あ
る
。
す
吋
て
此
等
の
方
法
は
、

も
ご
こ
れ
地
味
地
質
其
他
の
鮎
を
瀬
慮
L
て
、
牧
穫
物
を
折
竿
す
る
原
則
を
維
持
し
乍
ら
地
主
正
小
作
人
ご
の
牧

得
ご
負
携
=
の
平
均
を
失
は
ざ
ら
し
め
人
ご
す
る
所
か
ら
出
て
来
た
方
法
で
あ
る
が
、
叉
場
合
に
依

τは
地
主
の

力
強
き
た
め
に
牧
穫
は
折
竿

Z
L乍
ら
負
擦
は
小
作
人
に
謀
せ
ら
る
、
慣
習
己
な
っ
た
の
も
あ
る
次
第
な
り
ご
す

る
。
新
炉
る
考
慮
は
分
盆
小
作
制
の
行
は
る
、
所
で
は
庚
〈
其
の
質
例
を
見
る
の
で
あ
っ
て
、
俳
伊
等
の
質
服
亦

省
の
如
〈
色
々
に
な
っ
て
居
る
。
そ
し
て
此
等
の
分
配
方
法
は
畑
明
。
打
租
法
に
就
い
で
行
は
る
、
の
み
な
ら
守
、

執
租
法
に
於
け
る
小
作
料
の
決
定
古
品
、
に
蛍
つ

τも
考
慮
せ
ら
る
ぺ
き
所
た
る
は
謂
ム
迄
も
な
い
。

時

論

四
O
七

第
二
十
巻

小
作
同
胞
と
湖
畔
の
小
作
削

(
第
二
競
一
一
三
)

A. Buchenerger， Agrarwesen und Agrarpolitik， 2. Aufl. 1. Bd. S. 189 8) 
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小
作
問
題
在
朝
鮮
の
小
作
制

四
O
A

(
第
二
毅
一
一
四
)

論

第
二
十
巻

打
租
法
は
小
作
方
法
ど
し
て
は
最
も
幼
稚
な
方
法
に
け
れ

E
、
貧
弱
な
る
小
作
人
じ
取
っ
て
は
最
も
後
一
ゃ
な
る

を
得
る
方
法
記
考
へ
ら
る
、
。

普
通
小
作
に
於
け
る
右
等
各
穏
の
方
法
ご
も
、

二
毛
作
を
錯
す
場
合
に
は
裏
作
に
勤
し

τは
小
作
料
を
徴
牧
せ

古
る
を
以
て
退
官
ご
す
る
。

そ
し
て
右
等
諸
積
一
的
小
作
方
法
の
推
移
の
朕
況
は
ご
い
へ
ば
、
昔
は
打
視
法
康
〈
行
は
れ
た
れ
ど
、
主
(
の
手
数

を
要
す
る
所
大
な
る
よ
り
漸
次
執
租
法
定
化
し

τ、
此
の
方
法
が
現
今
最
も
庚
〈
行
は
れ
つ
、
あ
る
。
け
れ
ど
も

近
時
の
傾
向
ご
し
て
は
、
地
主
に
於
て
一
面
に
は
定
租
制
に
依
の
小
作
人
に
な
る
べ
(
集
約
経
営
を
行
は
し
む
る

一
}
ご
の
布
利
な
る
を
知
h
、
歩
合
制
で
は
ご
か
(
小
作
人
は
土
地
に
肥
料
を
投
守
る
を
好
ま
や
又
終
傍
上
ゑ
〈
勢

カ
を
か
け
る
を
厭
ふ
風
ゐ
る
を
兎
れ
難
い
か
ら
、
定
租
制
に
依
て
小
作
人
を
し
て
土
地
を
愛
せ
し
め
其
の
肥
カ
を

増
す
に
貢
献
せ
し
め
ん

Z
欲
す
る
傍
、
他
方
に
は
叉
毎
年
の
小
作
料
決
定
の
際
に
於
け
る
都
度
の
蕗
戚
情
正
利
害

衝
突
ご
を
避
け
小
作
問
題
を
後
生
せ
し
む
る
機
曾
を
少
〈
せ
ん
ご
欲
す
る
所
か
ら
、
漸
次
定
租
法
を
採
用
せ
ん

Z

す
る
風
が
表
は
れ
て
来
た
様
で
め
る
。
そ
し
て
現
欣
仁
つ
い
て
も
岡
じ
朝
鮮
の
中
に
於
て
小
作
制
の
分
布
仁
は
多

少
の
相
違
ゐ
h
、
南
鮮
の
如
〈
沓
多
き
地
方
に
は
概
し
て
執
租
法
康
く
行
は
れ
、
北
鮮
沓
少
き
地
方
仁
は
訂
租
法

多
〈
行
は
れ

t
居
る
。
回
(
畑
の
こ
正
)
に
就
い
て
は
、
前
、
迦
の
如
〈
定
租
法
最
も
庚
く
行
は
れ
、
打
租
法
之
に
次

ぎ
執
租
法
は
最
も
・
少
い
。

拙著『農業経済事』第四編第λ章三O二頁以下車照9) 



以
上
は
普
通
の
小
作
制
仁
就
い
て
の
設
明
で
あ
る
が
、
此
の
以
外
に
特
殊
小
作
制
吉
見
ら
る
ぺ
き
も
の
、
中
に

は
、
先
づ
「
永
小
作
制
』
の
血
中
「
べ
き
も
の
が
あ
る
o

こ
れ
は
永
年
の
小
作
慣
行
仁
依
b
、
小
作
人
は
地
主
の
意
思

に
濁
立
し
て
自
由
仁
小
作
権
を
貰
買
譲
渡
す
る
を
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、
地
主
は
小
作
人
に
於
て
著
し
き
不
都
合

な
き
限
り
、
相
嘗
の
賠
償
を
匁
す
に
あ
ら

F
れ
ば
小
作
地
を
取
上
「
る
を
得
F
る
も
の
で
あ
る
o

然
し
ぞ
の
小
作

市
惟
は
新
に
設
定
せ
ら
れ
た
る
は
少
〈
、
多
〈
は
士
日
時
か
ら
永
綴
的
に
小
作
の
行
J

枯
れ
わ
ル
る
に
依
る
も
の
で
、
従
て

某
の
権
利
の
法
律
的
に
十
分
確
定
し
て
居
る
の
は
少
い
。
そ
し

τ永
小
作
に
在
う
て
は
小
作
料
は
普
通
の
小
作
料

よ
h
澗
々
低
廉
で
あ
る
o
主
(
代
。
小
作
人
は
租
税
水
利
費
等
を
負
携
す
る
を
例
ご
す
る
o

次
に
刈
分
小
作
己
レ
ム

の
が
ゐ
る
が
、
之
は
れ
租
法

ω
一
稀
で
あ
っ
て
、
牧
穫
の
際
地
主
叉
は
そ
の
代
理
人
吉
小
作
人
吉
立
曾
の
上
立
毛

の
ま
、
結
束
し
て
折
竿
に
分
配
す
る
の
で
あ
る
。
多
〈
は
執
租
法
正
し
て
の
検
見
に
依
て
小
作
料
の
協
定
の
出
来

な
い
場
合
炉
、
災
害
時
に
於
け
る
不
作
の
場
合
に
小
作
料
の
減
免
の
諾
の
纏
ら
な
い
さ
き
、
其
他
痔
地
で
牧
穫
一

定
せ
な
い
土
地
な

E
に
於
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
o
其
の
方
法
内
地
に
於
け
る
己
多
少
趣
を
異
に
す
る
o

小
作
方
法
に
就
い
て
述
よ
る
に
嘗
っ
て
倫
ほ
附
記
す
明
へ
き
所

ωも
の
は
、
「
中
間
点
作
』
で
あ
る
。
之
は
小
作
人

が
其
の
小
作
地
を
縛
貸
す
る
に
依
っ
て
、
異
質
の
小
作
人
古
地
主
Z
の
問
に
中
間
の
小
作
人
の
生
す
る
場
合
を
謂

時

論

小
作
問
題
也
朝
鮮
の
小
作
制

第
二
十
容

(
第
二
統
一
一
五
)

四
0
1



時

言荷

小
作
問
題
と
削
鮮
白
小
作
制

(
第
二
腕
二
大
)

凹

0 

第
二
十
巻

ふ
の
で
あ
る
o

中
間
小
作
は
一
に
「
叉
小
作
』
ぜ
も
稀
せ
ら
る
、
が
、
其
の
多
〈
は
R

公
然
地
主
の
承
諾
の
下
に
行
は

れ
る
の
で
は
な
く
、
内
密
に
行
は
れ
る
か
、
然
ら
古
れ
ば
地
主
は
之
を
黙
認
す
る
に
止
ま
る
が
普
通
で
あ
る
。

中
間
小
作
の
行
は
る
、
事
自
記
し
て
小
作
慣
行
調
査
書
の
示
す
所
は

付
奮
来
の
慣
行
又
は
特
約
仁
依
h
永
小
作
権
又
は
借
地
権
を
有
す
る
者
其
他
小
作
人
の
病
気
又
は
家
事
の
都
合

仁
よ
り
中
聞
の
利
得
を
牧
め
叉
は
牧
め
守
し
て
之
を
縛
貸
す
る
場
合
・

ロ
親
戚
又
は
知
友
に
し
て
小
作
地
な
〈
又
は
小
作
地
少
習
場
合
に
常
人
が
地
主
の
信
任
務
〈
し
て
困
難

L
居
る

を
救
済
す
る
意
闘
を
以
て
自
己
が
小
作
す
る
土
地
の
一
部
を
割
き
叉
は
自
己
の
名
義
を
以
て
他
よ
り
新
た
に

小
作
地
を
借
受
り
て
鞠
貸
す
る
場
合

川
一
地
主
よ
b
相
嘗
の
報
酬
を
受
け
一
一
線
め
の
小
作
地
営
委
託
せ
ら
れ
た
る
を
中
間
多
少
の
利
得
を
牧
め
て
勝
手

に
第
二
の
小
作
人
に
縛
貸
す
る
場
合
(
地
主
は
之
を
承
穏
し
又
は
駅
認
す
る
場
合
少
か
ら
中
)

ニ
管
理
人
又
は
小
作
人
が
賞
初
よ
り
縛
貸
し
て
中
聞
の
利
得
を
占
め
ん
ご
す
る
目
的
を
以
て
自
己
名
義
一
ι
よ
り

過
大
の
小
作
地
を
借
b
之
を
碑
貸
す
る
場
合

等
で
あ
る
o

そ
L
て
此
の
方
法
に
依
る
小
作
が
第
一
一
の
小
作
人
郎
も
異
質
土
地
を
耕
作
す
る
小
作
人
の
直
蛍
に
得

ぺ
き
利
盆
を
少
か
ら
し
め
、
又
一
般
的
仁
農
事
の
改
良
進
歩
を
阻
害
す
る
所
的
多
大
な
る
は
言
を
侯
た
副
。
中
間

小
作
人
印
も
名
義
上
の
小
作
人
は
異
に
こ
れ
搾
取
者
で
あ
っ
て
、
家
内
工
業
に
之
を
見
る
所

ω
印
耳
目
見
ロ
岡
山

1
T

同書一三 t頁10) 



百
聞
】
戸
に
類
し
て
居
る
。

衣
仁
記
す
べ
き
は
『
共
同
小
作
』
で
あ
る
o

之
に
は
小
作
人
共
同

L
て
小
作
地
を
借
受
け
、
共
同
の
資
本
吉
勢
力

ご
に
依
っ
て
之
を
小
作
し
、
利
盆
は
共
同
者
の
聞
に
分
配
す
る
も
の
ご
、
共
同
L
て
一
一
輝
の
士
地
を
借
受
け
之
を

伽
別
仁
小
作
す
る
も
の
ご
め
る
。
そ
し
て
此
の
共
同
小
作
方
法
は
其
の
共
同
の
遣
方
に
は
右
の
外
備
は
色
々
の
匝

別
あ
り
得
べ
き
で
あ
っ

τ、
た
hv

共
同
に
小
作
す
る
ご
い
ふ
中
に
も
、

利
盆

ω分
配
方
法
、
賃
金
の
支
梯
方
法
、

主
(
他
共
同
作
業
の
範
囲
等
多
種
多
様
に
組
織
さ
れ
得
べ
き
も
の
ご
す
る
。

此
の
共
同
小
作
制
は
内
地
に
在
っ
て
も
、
多
少
は
古
〈
よ
り
行
は
れ
て
居
る
所
も
あ

h
、
近
時
は
小
作
組
合
の

事
業
ご
し
て
行
は
れ
ん
芭
す
る
傾
向
が
著
し
〈
な
っ
て
来
た
o

地
方
に
依

τは
農
曾
の
如
き
も
之
を
奨
励
し
、
地

圭
も
亦
そ
の
共
同
に
加
は
り
又
は
加
は
ら
や
し
て
之
を
奨
励
し
て
居
る
の
が
少
〈
な
い
。
外
闘
に
在
っ
て
は
伊
太

は
人
も
知
る
如
〈
某
の
業
名
な
る
例
で
あ
っ
て
、
近
時
着
身
功
を
奏
L
甚

r注
目
に

利
の
山
由
耳
目
N

仰
の
。
=
の

[-z

値
す
る
も
の
が
あ
る
o
然
し
朝
鮮
に
在
つ

τは
ま
だ
康
〈
行
は
れ
て
居
る
ご
は
謂
ム
こ
ご
が
出
来
ぬ
。

以
上
の
如
〈
朝
鮮
に
は
色
々
の
小
作
方
法
が
行
は
れ
て
居
る
が
、
要
す
る
に
何
れ
も
小
作
制
ご
し
て
は
幼
稚
な

も
の
ば

h
r
h
で
あ
っ
て
、

小
作
人
は
他
人
の
土
地
を
預
り
濁
立
に
之
を
耕
作
経
脱
営
す
る
勅
に
於
て
は
や
、
企
業
家

ら
し
い
黙
含
有
つ

τ居
る
け
れ
ど
、
立
戸
の
震
す
所
は
た
h
v

他
人
に
雇
傭
古
る
、
代
り
に
濁
立
に
自
家
労
働
を
潟
す

時

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

四

前

(
第
二
統
一
一
七
)

第
二
十
巷

拙著『農業細菌時皐1第四編第二章)
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時

小
作
問
題
と
朝
鮮
白
小
作
制

第
二
+
巻

回

(
第
ニ
銃
二
八
)

司自

に
過
ぎ
な
い
で
、
共

ω実
質
に
於
て
は
庚
義
の
努
働
者
中
に
合
ま
る
ぺ
き
も
の
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
其
の

業
務
所
得
も
亦
自
家
の
労
働
仁
謝
す
る
報
酬
た
る
所
の
も

ω以
上
を
得
る
ニ
ご
な
く
、
所
得
中
に
企
業
利
潤
ご
見

ら
る
吋
き
所
の
も
の
、
包
合
さ
る
、
こ
芭
な
ぐ
、
拙
労
賃

t
Lて
も
甚
ど
低
き
勢
賃
た
る
に
過
ぎ
ぎ
る
有
様
で
あ

る
O

此
の
意
味
に
於

τは
、
内
地
の
小
作
人
が
己
に
一
一
種
の
努
働
者
た
る
に
過
ぎ
な
い
l

の
で
ゐ
っ
て
、
之
を
企
業

中
部
正
見
る
こ
ど
の
不
嘗
な
る
は
私
の
信
じ

τ疑
は
ゴ
る
所
だ
が
、
朝
鮮
の
小
作
人
は
そ
れ
に
も
ま
し
て
企
業
家
ら

し
き
要
素
を
備
へ
十
、
叉
そ
の
所
得
は
一
般
的
に
は
内
地
の
小
作
人
に
も
及
ば
子
、
甚
だ
貧
弱
に
し
て
憐
む
べ
き

境
過
に
在
る
o

其
の
経
済
の
幼
稚
に
し
て
低
級
な
る
は
寧
ろ
鴛
〈
に
堪
え
た
る
所
な
り
ご
す
る
。

内
地
の
小
作
人
も
や
は

h
幼
稚
な
る
小
作
制
の
下
仁
在
り
ご
は
い
へ
、
そ
の
小
作
料
は
ご
も
か
〈
も
定
額
制
正

な
つ
℃
目
的
る
h
r

ら
、
豊
作
の
場
合
に
は
其
の
利
盆
を
其
優
に
享
受
す
る
こ
ご
が
出
来
、

そ
の
倹
分
所
得
は
企
業
刺

潤
ご
は
い
ふ
に
足
ら
十
ご
も
、
少
く
ご
も
勢
賃
ご
し
て
や
、
多
額
な
る
報
酬
-Y
形
諮
る
-
}
ご
、
な
る
が
、
朝
鮮
で

は
前
述
の
如
〈
大
多
数
は
歩
合
小
作
制
な
る
た
め
に
、
且
一
旦
作
な
h
ご
も
小
作
人
は
そ

ω利
得
の
字
分
に
し
か
併
す

る
こ
ご
が
出
来
向
。
従

τを
の
作
業
利
得
に
劃
す
る
割
り
前
は
、
内
地
の
小
作
人
に
比
し
一
般
的
に
割
の
惑
い
賞

放
に
在
る
を
否
み
難
い
。

そ
れ
に
叉
歩
合
小
作
制
仁
在
つ
て
は
、
小
作
人
叫
十
分
仁
肥
料
を
施
し
勤
勉
し
て
勢
働
に
賞
。
以
て
倹
分
の
枚

盆
を
車
内
、
る
ご
も
、

そ
の
宇
分
だ
け
し
か
自
己
の
所
得
ご
は
な
ら
す
、

あ
ご
竿
分
は
た
い
町
地
主
を
肥
や
す
所
正
な

拙者団『農業労働と小作制』及『農村問題と封民』参照12) 



る
に
渇
ぎ
子
、
馬
鹿
J
¥
L
3
・
ぜ
戚
や
る
所
か
ら
、

ぞ
の
作
業
古
か
〈
粗
放
的
で
勤
も
す
れ
ば
掠
奪
経
俸
に
陥
h
p

易
い
弊
害
が
あ
る
。
此
事
農
事
一
般
の
改
良
の
た
め
に
以
最
も
大
い
な
る
障
害
を
柏
崎
さ
uv

る
を
得
争
、
歩
合
小
作

の
庚
〈
行
は
品
、
放
態

ω下
に
在
つ
て
は
、
技
術
上
や
終
磐
上
の
指
導
改
良
の
中
々
行
は
れ
易
か
ら
ざ
る
も
の
が

ゐ
る
。
朝
鮮
小
作
制
の
現
放
は
此
等
の
意
味
か
ら
し
で
も
、
大
い
に
刷
新
改
草
せ
ら
る
守
へ
き
多
〈
の
も
の
を
有
す

ご
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
貼
な
ほ
後
に
遁
ぷ
る
所
Z
併
せ
孜
ふ
べ
き
で
あ
る
。

四

小
作
契
約
の
方
法
及
内
容

内
地
に
在
っ
て
も
3
う
で
ゐ
る
が
、
総
べ
て
幼
稚
な
小
作
制
に
於

τは
、
契
約
は
普
通
口
頭
を
以
て
行
は
れ
、

文
書
に
依
っ
て
茸
(
の
期
間
茶
他
の
僚
項
を
明
約
す
る
は
少
い
。
朝
鮮
に
於
け
品
質
般
も
そ
の
例
に
漏
れ
守
、
大
祇

は
口
頭
契
約
で
あ
る
o
尤
も
従
来
古
い
へ
ど
も
舎
枇
其
他
の
法
人
の
所
有
地
や
港
隔
の
地
に
在
る
地
主
の
所
有
地

及
び
内
地
大
地
主
の
所
有
地
に
就
い
て
は
、
謹
書
に
依
る
契
約
の
行
は
る
、
が
例
で
あ
っ
た
。

然
る
に
況
時
小
作
に
闘
し
種
々
の
面
倒
が
絞
俊

L
、
小
作
宰
議
Z
謂
ひ
得
べ
き
も
の
も
弗
々
接
頭
す
る
有
様
ご

な
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
芸
の
紛
守
の
機
曾
を
少
か
ら
し
め
ん
縛
め
に
、
書
面
契
約
に
依
っ
て
様
利
義
務
の
関
係
を

明
か
に
し
て
置
か
う
芭
す
る
風
が
表
は
れ
て
来
た
o

特
に
都
曾
地
附
近
に
於

τ賄
側
著
な
る
を
見
る
o

主
(
般
内
地
に

於
り
る
さ
相
似
た
る
も
の
で
あ
る
o

時

論

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

第
二
+
巻

(
第
二
統
一
一
九
)

凹



時

論

第
二
十
巻

四

四

小
作
問
題
と
朝
鮮
白
小
作
制

(
第
二
誠
一
二

O
)

併
し
書
面
契
約
Z
い
っ
て
も
、

h
H
u
v

翠
に
「
小
作
票
」
又
は
『
移
作

完
備
せ
る
契
約
詮
書
を
依
製
す
る
も
の
ご
、

票
』
之
輔
柑
せ
ら
る
、
も
の
を
地
主
よ
り
小
作
人
に
交
付
し
、

小
作
の
僚
現
に
閲
し
て
は
口
頭
を
以

τ契
約
を
す
る

の
ご
が
あ
る
o

後
者
は
従
来
康
く
行
は
れ
て
居
る
所
で
、

之
は
書
面
契
約
言
い
ふ
て
い
へ
な
い
ζ

ご
は
な
い
が
、

そ
れ
よ
h
も
や
は
り
口
頭
契
約
の
部
に
入
れ
た
方
が
穏
蛍
で
あ
る
。
即
ち
此
の
場
合
に
は
地
主
は
小
作
人
に
封
し

-
土
地
を
表
示
し
そ
の
小
作
を
筋
古

L
む
る
意
味
を
記
せ
る
簡
単
な
る
栗
札
を
交
付
L
、
小
作
人
は
そ
の
交
付
を

受
け
て
初
め
て
其
地
を
小
作
す
る
権
利
を
得
る
の
で
あ
る
。
之
を
例
示
せ
ば

土
地
所
在
地
名
ヰ
落
沓
耕
作
者
何
某
ノ
分
地
後
宥
貫
一
一
耕
作
ス
ル
ヨ
ト

年

何

某
⑩

月

日

地

王立

耕

作

人

何

若

ご
い
ふ
や
う
な
筒
軍
な
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
内
地
人
地
主

t
小
作
人
Z
の
聞
に
取
交
古
品
、
小
作
契
約
謹
書
や

鮮
人
地
主
小
作
人
に
し
て
近
頃
之
仁
倣
っ
て
作
製
す
る
小
作
契
約
諾
書
は
、
も
つ
ご
現
代
的
に
整
っ
た
も
の
で
あ

試
に
そ
の
質
例
を
一
つ
宛
掲
げ
て
置

〈
O

先
づ
簡
単
な
も
の
ご
し
て
は
全
羅
北
道
会
州
郡
の
一
例

Z
L
て
次
の
や
う
な
の
が
ゐ
る
。

品
。
尤
も
そ
れ
に
も
施
め
て
筒
箪
な
の
ご
か
な
り
複
雑
な
の
Z
が
あ
る
。

、

借

表

示

地

ノ

所

在

面 地

士也

百

枚

鍛

斗面

落積

/1、
1'f. 
末"f

/1、

1'f. 
人

事昏審

員担

全羅北道『小作制度並農家経憐=闘スル調査書』庶載

向上

13) 

14) 



坪

1]、

11' 

期

陀占

大
正

勾ミ

月

日

前
記
ノ
土
地
拙
者
位
育
連
帯
↑
一
一
一
ア
小
作
詩
仕
候
蕗
椛
賀
也
掠
ル
上
円
御
指
定
ニ
従
ヒ
耕
作
一
一
勉
附
シ
檀
一
一
地
帯
地
目
〆
担
換
小
作
権
ノ
貸
奥

部
渡
交
換
日
時
致
問
政
子
却
論
小
作
料
戸
改
品
日
本
稀
籾
乾
悼
精
選
ノ
よ
毎
年
何
月
師
日
限
リ
無
相
遠
山
廿
納
可
致
依
尚
一
期
限
一
一
室
り
一
人

一
一
-
一
ア
モ
昔
納
不
履
行
ノ
節
ρ

連
帯
入
ュ
於
テ
其
ノ
責
ュ
任
シ
謹
モ
貴
殿
一
一
損
害
相
掛
ケ
申
間
敷
候
母
后
日
小
作
契
約
置
依
テ
如
件

年

月

日

郡

町

何
番
地

連
帯
人

何

某

@ 

同同

I1血

4 

~-

多昆

次
に
や
、
複
雑
な
例
官

l
τ
は、

4、

f乍

有島

表

示

和

作

濯

腕

一

世

地

所

在

一

地

番

一

地

目

一

斗

落

一

作

付

面

積

一

小

作

料

一

摘

前
記
ノ
土
地
小
作
致
候
=
付
一
ア
ハ
左
記
帳
項
確
可
可
但
連
帯
保
控
人
相
立
小
作
契
約
書
一
札
制
件

要

年

、月

日

器官

I訂

盟

番

1也

1]、

f'r 

人

調

稀
( 

持

朝日

面

旦

番

地

連

帯

保

誼

時

論

小
作
問
題
在
朝
鮮
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場
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架
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長案

項

色濃

耕
作
地
ヲ
愛
護
シ
農
事
一
-
熱
誠
忠
寅
-
一
勉
励
ノ
コ
ト

積
子
及
耕
作
方
法
牧
穫
調
製
等
一
般
改
良
方
法
ヲ
賀
行
シ
地
主
ノ
指
揮
命
令
一
一
服
従
シ
農
産
物
品
牧
穫
柑
加
ヲ
岡
ル
2

ト

小
作
料
調
定
一
一
就
テ
円
究
議
申
同
政
尚
定
粗
省
一
一

y
p
テ
ハ
其
年
ノ
豊
凶
二
小
拘
前
記
定
租
ヲ
毎
年
無
停
滞
納
入
ノ
ヨ
ト

小
作
料
A

其
ノ
土
地
生
産
ノ
良
種
ヲ
精
探
シ
乾
燥
調
印
説
得
=
努
力
ス
ル
ハ
釦
論
草
貿
土
砂
難
憩
其
ノ
他
雑
物
ノ
無
キ
モ
ノ
一
石
重
時
抗

百
八
十
斤
瓜
よ
ヲ
王
斗
臥
入
一
一
シ
毎
年
十
二
月
二
十
日
誌
ノ
内
二
賞
品
揚
ノ
指
定
ス
ル
場
所
一
一
持
多
シ
抽
付
可
仕
事

但
シ
五
ヰ
未
満
ノ
捕
監
ハ
二
斗
以
上
ハ
総
テ
瓜
入
リ
ト
シ
テ
納
付
シ
勘
程
ノ
混
合
物
或
山
在
車
種
ヲ
納
入
ス
ル
時
ρ

一
割
以
上
靖
納
ノ

事小
作
料
ヲ
完
納
ス
ル
迄
ハ
該
土
地
ヲ
リ
生
産
シ
タ
ル
般
物
及
薬
品
開
可
ハ
寅
却
又
山
使
用
ナ
サ
サ
ル
ヨ
ト

期
限
ロ
主
リ
小
作
料
ヲ
完
納
セ
サ
ル
崎
ハ
拙
者
〆
耐
有
三
時
ル
財
産
岳
部
貴
農
場
ノ
自
由
擢
執
利
成
帳
共
異
議
申
同
政
事

期
限
内
二
小
作
料
ヲ
完
納
セ
ス
督
促
ヲ
受
ケ
タ
ル
時
ハ
拙
者
其
ノ
曲
目
用
ヲ
負
措
ジ
備
期
限
後
ハ
滞
納
額
一
石
ニ
剖
シ
一
日
毎
一
一
一
升
抱

ノ
刺
子
加
納
ノ
事

小
作
契
約
者
ハ
必
ス
戸
主
昌
シ
テ
本
名
ヲ
用
ヒ
若
シ
首
人
死
圭
シ
タ
ル
時
三
迅
品
報
告
シ
豆
二
相
続
人
小
作
ノ
継
続
認
誼
ヲ
受
タ
ル
事

自
己
ノ
名
義
昌
一
ア
預
リ
ダ
ル
士
地
ヲ
他
へ
鴨
作
文
ρ

交
換
等
ナ
サ
サ
ル
ヨ
ト

責
農
場
ノ
承
諾
ス
ル
=
ア
一
プ
サ
レ
ρ

地
目
ノ
闘
即
日
史
共
ノ
他
時
帥
溝
渠
ノ
改
陵
情
唱
設
ヲ
錦
サ
サ
ル
コ
ト

小
作
期
閣
ハ
定
組
沓
ユ
ア
リ
テ
ρ

龍
三
一
ヶ
年
賭
奇
丹
、
本
一
鼠
ト
定
メ
ラ
レ
ダ
リ
ト
雄
期
限
内
契
約
取
消
ノ
命
令
ア
ル
時
ハ
異
議
無
ク
直
也

チ
一
二
詰
土
地
延
納
可
仕
事

調
年
度
ノ
小
作
ヲ
活
サ
ザ
ル
ト
キ
ハ
十
二
月
三
十
日
迄
晶
報
告
ヲ
鵠
ス
事
若
シ
無
料
品
テ
潟
サ
ザ
ル
時
ハ
相
官
ノ
損
害
賠
償
御
請
求
-
-

慮
ス
へ
キ
事



第
十
回
路

前
詔
ノ
各
保
三
逗
背
シ
タ
ル
時
ハ
即
時
小
作
揺
消
滅
ρ

釦
諭
小
作
地
よ
ノ
農
作
物
責
農
場
ノ
所
得
タ
ル
へ
キ
事

第
十
三
協

保
誼
人
h

本
契
約
ノ
存
在
λ

ル
限
リ
小
作
人
ノ
連
掛
責
任
ヲ
以
テ
搭
首
可
致
事

第
十
五
品

小
作
料
ヲ
滞
納
シ
裁
判
ヲ
叩
カ
ル
事
ア
ル
ト
キ
ハ
賞
農
場
ノ
管
轄
裁
州
所
一
一
起
訴
セ
ラ
ル
ル
共
異
議
申
問
敷
事

此
等
は
一
二
の
例
に
過
吉
ぬ
が
、
大
抵
大
同
小
異
で
あ
る
o

そ
し

τ小
作
契
約
謹
書
は
普
通
の
例
正
し
て
は
小

て
多
〈
は
印
刷
に
し
て
ゐ
る
有
様
だ
か
ら
、

作
人
よ
り
地
主
仁
差
出
す
の
で
あ
る
が
、
議
室
日
は
地
主
側
に
於
て
之
を
作
製
し
、
不
動
文
字
は
一
定
の
形
式
に
従

そ
の
契
約
係
項
の
如
き
も
、
地
主
に
都
合
の
よ
い
や
う
な
事
ば
h
r
b

並
ぺ
て
あ
っ
て
、
小
作
人
の
義
務
の
方
面
の
み
の
記
さ
れ
た
の
が
多
い
。
今
其
の
小
作
僚
項
ご
し
て
普
通
に
契
約

の
内
容
を
錯
す
も
の
は

小
作
地

ω所
在

小
作
地
の
縄
瀬
反
別

小
作
料
額
及
純
類
品
質
調
製

小
作
期
間

小
作
料
納
入
の
期
限

小
作
料
納
入
の
場
所

小
作
地
使
用
及
栽
培
物
い
関
す
る
制
限

小
作
地
の
鴇
貸
並
小
作
権
の
責
買
に
閲
す
る
事
項

小
作
契
約
期
間
内
に
於
り
る
解
約
の
場
合

四五L 
ノ、八 七lL 

時

罰市

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

第
二
十
巻

{
第
二
就
一
二
三
)

四

七
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時

小
作
問
題
と
朝
鮮
白
小
作
制

(
第
二
親
二
一
回
)

第
二
十
巻

論

小
作
料
の
滞
納
其
他
小
作
人
の
債
務
不
履
行
の
際
仁
於
り
る
慮
置
制
裁

十
一
保
鐙
人
あ
る
場
合
は
保
護
人
の
義
務

等
で
あ
る
o

向
ほ
特
例
芭
し
て
は

十

小
作
料
の
納
入
期
限
前
に
納
入
す
る
場
合

小
作
米
計
量
の
方
法
制
限

小
作
粋
賛
定
に
不
服
あ
る
場
合
じ
於
げ
る
決
定
方
法

四

小
作
地
に
係
る
諸
枕
競
修
繕
改
良
費
の
負
搭

五

小
作
料
増
減
免
除
の
場
合
及
其
の
決
定
方
法

蛍
事
者

ω死
己
其
他
の
場
合
に
於
け
る
小
作
承
継
事
項

ム
f、

等
の
事
項
の
定
め
ら
る
、
も
ゐ
h
，
、
互
に
叉

七

小
作
契
約
守
議
其
他
に
謝
す
る
管
轄
裁
判
所

病
烏
虫
虫

Hω
珠
防
及
暴
雨
に
際
し
堤
堰
等
の
決
壌
を
議
防
す
る
こ
ご

小
作
料
は
三
里
以
内
は
無
料
運
搬
す
る
こ
正

四

小
作
人
一
人
に
劃
す
る
小
作
而
積
制
限
(
十
五
斗
落
以
上
は
普
通
許
き
中
)

血
属
監
的
面
曾
通
知
書
に
接
し
た
る
ご
き
は
小
作
人
は
三
日
内
に
出
頭
す
べ
き
こ
吉

小
作
人
に
身
分
不
相
嘗
の
債
務
あ
る
ご
き
は
契
約
を
解
〈
事
』
古

五

日H

A 
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等
の
定
め
ら
る
、
特
例
も
鮮
内
諸
地
の
聞
に
認
め
ら
る
、
所
な
り
ご
す
る
。
内
地
に
在
つ
て
は
契
約
事
項
中
に
、

小
作
人
が
小
作
人
組
合
に
加
入
す
る
を
禁
中
る
事
項
や
、
小
作
契
約
に
闘
し
多
数
小
作
人
の
代
表
者
た
る
者
の
代

表
帥
惟
を
認
め
な
い
ご
い
ふ
事
項
や
の
掲
げ
ら
晶
、
例
が
近
頃
段
々
多
〈
な
っ
て
来
て
居
る
が
、
鮮
地
に
於
て
は
え

r多
〈
北
(
例
を
見
な
い
ゃ
う
で
ゐ
る
。
一
五
ふ
迄
も
な
〈
之
は
彼
地
に
於

τま
だ
多
(
園
鶴
的
な
小
作
守
議
を
見

す
、
小
作
人
組
合
の
如
き
も
闘
争
闘
健
正
し
て
作
ら
れ
た
の
が
少
〈
、
斯
か
る
保
田
引
を
必
要
ご
せ
な
い
か
ら
で
ゐ

る
o

け
れ
ど
も
朝
鮮
に
も
今
後
退
々
そ
の
必
要
を
見
る
仁
至
る
べ
き
は
、
避
け
難

ν所
で
あ
ら
う
。

小
作
契
約
の
行
は
る
、
際
保
管
人
を
立
て
る
例
は
文
書
契
約
り
場
合
に
主
ご
し
て
行
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

口

頭
契
約
の
場
合
に
は
殆
ん
ど
稀
一
℃
ゐ
る
。
蓋
し
口
頭
契
約
は
、
小
作
が
憤
明
白
的
に
約
束
せ
ら
れ
、
然
か
も
地
主
小

作
人
間
に
は
徳
義
的
な
関
係
の
存
す
る
普
風
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
保
設
人
を
立
て
る
な
Y
」
い
ふ
こ
ご
時
あ
ま
り

其
の
必
要
な
〈
、
其
の
慣
例
は
多
〈
存
せ

F
る
次
第
で
あ
る
。
然
る
に
文
書
契
約
に
至
つ
て
は
、
内
地
地
主
己
鮮

人
小
作
人
ご
の
聞
に
行
は
れ
る
か
、
然
ら
ぎ
れ
ば
近
時
小
作
人
が
権
利
を
主
張
し
地
主
ご
封
等
の
地
位
に
立
っ
て

小
作
関
係
を
単
純
な
る
契
約
閥
係
た
ら
し
め
ん
ご
す
る
風
あ
る
所
か
ら
生
じ
て
来
た
も
の
な
れ
ば
、
地
主
も
其
の

権
利
を
十
分
に
保
護
せ
ん
ご
し
て
、
小
作
人
に
は
保
詮
人
を
要
す
ご
怨
し
、
主
(
の
保
詮
人
は
漣
帯
保
詮
人
た
る
べ

き
こ
ご
を
要
求
す
る
こ
ご
、
な
っ
た
の
で
あ
る
。

・
次
に
小
作
契
約
仁
際

L
、
小
作
人
仁
於
て
保
設
金
若
〈
は
敷
金
の
類
を
納
め
る
も
の
は
菩
江
稀
で
あ
る
が
、

時

論

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

第
二
十
巻

{
第
二
抗
一
ニ
カ
)

~~ 

)L 



第
二
十
巻

部
に
は
敷
金
の
意
味
を
以
て
小
作
地
に
担
割
す
る
朝
1

年
度
の
地
税
を
前
納
す
る
も
の
が
あ
る
。
又
金
納
小
作
料
の
場

合
に
そ
の
一
部
若
〈
は
全
部
を
前
納
す
る
も
の
も
無
い
で
は
な
い
。
然
し
後
者
は
頗
る
稀
な
例
の
ゃ
う
で
あ
る
。

昨

論

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

(
第
二
続
三
ニ
ハ
)

四

O 

E

次
に
契
約
期
段
満
了
の
際
に
於
け
る
小
作
曲
帆
綴
に
つ
い
て
見
る
に
、
小
作
方
法
業
の
よ
ろ
じ
き
を
得
小
作
人
が

契
約
又
は
慣
習
仁
依
る
某
の
義
務
を
履
行
し
た
る
場
合
仁
は
、
前
契
約
遇
り
小
作
を
縦
続
せ
し
む
る
が
普
通
で
あ

る
。
然
し
地
主
に
於
て
之
を
欲
せ

F
る
場
合
に
は
小
作
地
を
取
上
「
る
に
何
等

ω妨
を
戚
悲
ぎ
る
は
勿
論
で
あ

る
O

そ
し
て
地
主
の
死
巴
せ
る
場
合
に
は
英
の
相
綴
人
に
於
て
其
億
契
約
を
継
約
す
る
を
普
通
ご
す
る
c

小
作
人

の
死
己
し
た
場
令
に
は
、
其
の
相
綴
人
中
に
一
週
嘗
の
小
作
人
あ
る
さ
き
は
其
催
契
約
を
継
続
せ
し
め
る
を
例
ご
す

る
が
、
他
に
小
作
希
段
着
が
め
っ
て
前
小
作
人
に
相
常
の
賠
償
を
支
梯
ふ
こ
ご
を
申
出
た
場
合
に
は
之
に
小
作
を

譲
る
こ
ご
も
あ
る
。
死
む
小
作
人
の
相
綴
人
又
は
親
族
中
に
、
趨
営
の
小
作
人
な
き
場
合
に
、
地
主
仁
於

τ某
の

小
作
地
を
取
返
す
は
固
よ
り
地
主
の
自
由
で
あ
る
。

次
に
土
地
の
責
買
贈
奥
に
依
h
ノ
地
主
の
援
っ
た
場
合
に
於
け
る
小
作
契
約
の
効
力
に
就
い
て
は
、
明
約
を
快
〈

の
が
大
多
数
に
が
、
叉
慣
行
も
匝
々
に
な
っ
て
居
る
や
う
で
あ
る
。
然
し
前
地
主
ご
新
地
主
芭
の
聞
に
小
作
を
盤

更
せ

F
る
傑
件
の
下
に
責
買
が
成
立
し
た
り
、

新
地
主
が
小
作
人
を
同
盟
一
見
す
る
必
要
を
認
め
ざ
る
ご
き
な
ど
に

は
、
小
作
の
其
位
継
績
せ
ら
る
、
は
勿
論
の
義
で
あ
る
。

最
後
に
小
作
の
解
約
に
つ

νて
見
る
に
、
小
作
契
約
は
普
通
秋
牧
後

1
一
月
叉
は
十
二
月
の
候
に
行
は
れ
る
の



で
あ
る
か
ら
、

ぞ
の
解
約
も
亦
特
殊
の
事
情
な
き
限
り
は
、
牧
穫
期
後
翌
年
の
素
分
同
国
却
も
植
付
時
分
迄
の
聞
に

行
は
れ
る
を
例
ご
す
る
。

解
約
す
れ
ば
土
地
は
原
放
に
復
し
て
返
附
せ
ら
れ
る
が
原
別
で
あ
る
。
然
し
常
時
作
付
中
の
も
の
は
小
作
人
に

於
て
牧
穫
す
る
宇
例
芭
震
ー
が
故
に
、
其
の
以
後
に
於
て
返
附
す
る
か
、
又
は
新
筈
小
作
人
に
於
て
其
の
牧
穫
迄

分
地
す
る
場
合
も
あ
る
o

何
れ
に
し
て
も
地
主
に
は
口
頭
又
は
書
面
を
以
て
通
告
す
る
の
で
あ
る
o

解
約
は
契
約
期
限
内
仁
は
行
は
れ
ぎ
る
を
通
例
芭
す
る
が
、
た
い
左
の
如
き
場
合
に
行
は
れ
る
。

一
小
作
料
の
滞
納
叉
は
不
納
等
小
作
人
が
甚
し
く
契
約
に
違
背
し
た
る
場
合

二
小
作
料
の
種
類
品
質
等
に
就
き
地
主
の
指
定
に
反
き
又
は
小
作
人
が
著
L
〈
耕
作
に
不
異
面
白
な
る
場
合

三
地
主
の
承
諾
な
〈
し
て
小
作
地
を
鴇
貸
し
又
は
小
作
権
を
貰
却
し
た
る
ご
き

四
小
作
人
が
勝
手
に
土
地
の
形
紋
地
目
を
経
夏
し
又
は
之
を
段
損
荒
康
せ
[
め
若
〈
は
其
虞
あ
る
場
合

中
に
は
地
主
が
わ
ル
ヤ
土
地
を
必
要

Z
し
た
り
近
親
者
に
小
作
せ
し
め
ん
古
し
た
り
す
る
理
由
で
小
作
の
解
約
を

潟
す
者
も
あ
る
。
叉
小
作
人
が
死
己
病
気
の
潟
め
乃
至
は
労
働
手
不
足
や
暢
居
轄
職
等
の
鋳
め
に
解
約
を
申
出
る

場
合
も
ゐ
る
o

叉
戚
情
上
の
衝
突
な
ど
の
震
め
に
理
不
謹
に
地
主
又
は
そ
の
代
理
人
に
依
て
土
地
取
戻
が
請
求
せ

ら
れ
厭
臆
な
し
に
解
約
の
行
は
れ
る
場
合
も
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
小
作
人
の
纏
刺
は
十
分
確
乎
花
る
を
得
な
い

で
、
多
〈
は
地
主
の
自
由
支
配
の
下
に
居
る
。

倫
ほ
解
約
に
際
し
て
は
、
解
約
が
耕
作
の
期
間
外
普
通
解
約
の
時
期
に
於
て
行
は
る
、
場
合
仁
は
、
格
別
賠
償

時

論

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

第
=
十
巻

(
第
二
親
一
ニ
士
)

四
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時

論

小
作
問
題
、
と
朝
鮮
田
小
作
制

第
二
+
巻

{
第
二
競
三
天
}

四

の
問
題
は
超
ら
ぬ
け
れ
ど
、
表
分
を
経
過
し
て
解
約
の
行
は
る
、
ご
き
は
、
小
作
人
よ
h
積
子
代
肥
料
代
等
小
作

人
の
投
下
資
本
に
謝
す
る
時
債
賠
償
を
請
求
し
、
地
主
は
自
ら
之
を
賠
償
す
る
か
、
叉
新
小
作
人
を
し
て
之
を
賠

償
せ
し
む
る
を
例
ご
す
る
。
裏
作
物
は
普
通
小
作
人
の
所
得
な
る
が
故
に
表
分
以
前
に
解
約
の
通
知
を
受
け
て

も
、
裏
作
牧
穫
後
に
於
て
土
地
の
返
還
引
渡
を
潟
す
の
で
あ
る
。
解
約
が
小
作
人
の
申
出
に
依
て
行
は
れ
た
h
、

小
作
人
の
不
都
合
の
潟
め
に
行
は
れ
た
'
り
す
る
場
合
に
は
、
地
主
は
何
等
賠
償
を
柏
崎
き
い
る
が
普
通
で
あ
る
の
地

荒
し
に
封
し

τは
小
作
人
の
側
よ

h
賠
償
す
べ
き
も
の
芭
な
っ
て
居
る
。
然
し
そ
の
質
例
は
少
い
ゃ
う
で
あ
る
。

以
上
之
を
要
す
る
仁
、
小
作
契
約
の
方
法
及
其
の
内
容
夏
に
は
解
約
の
方
法
之
に
件
ふ
賠
償
の
問
題
に
つ
い
l

て

も
、
朝
鮮
の
現
肢
は
、
小
作
制
度
が
一
般
的
仁
ま
ピ
甚
に
幼
稚
で
、
叉
小
作
人
の
権
利
思
想
も
畿
日
悲
し
て
居
争
、

そ
の
地
位
も
低
〈
、
経
済
寅
力
も
弱
い
鋳
め
に
、
大
憧
頗
る
不
完
備
の
紋
況
に
在
る
。
多
〈
は
慣
捌
日
的
に
行
は

れ
、
従
て
地
主
の
意
思
が
大
部
分
の
働
を
柏
崎
し
、
小
作
人
の
権
利
の
保
障
さ
れ
た
る
所
が
少
い
。
た
uy
近
者
一
般

的
に
思
想
芭
経
済
ご
の
著
し
き
麓
勤
の
免
め
に
、
小
作
関
係
も
奮
来
の
情
誼
的
関
係
を
離
れ
て
法
律
的
関
係
さ
な

b
、
車
純
な
る
経
済
上
の
事
務
的
な
事
摘
さ
な
り
つ
、
あ
り
、
そ

ω畿
一
化
の
勢
著
し
き
縛
め
に
、
契
約
の
方
法
、

其
の
諸
傍
件
、
解
約
に
閲
す
る
事
項
等
も
漸
次
整
頓
し
て
現
代
的
ご
な
ら
ん
ご
し
っ
、
あ
る
。
然
し
そ
の
勢
が
熟

し

τ絡
に
小
作
制
一
般
の
改
革
的
資
逮
を
見
る
に
至
る
は
、
あ
ま
り
急
速
の
こ
ご
に
は
な
ち
得
な
い
で
あ
ら
う
。

(
未
完
)


